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NTSR2; Neurotensin receptor type 2; NT-R-2; NTR2; Levocabastine-sensitive neurotensin
receptor
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するGタンパク質共役受容体ファミリーに属します。結合および薬理学的研究により、この受容体はニューロテンシンに加え、ニューロテンシンNT1受容体について既に記載されている他のいくつかのリガンドに結合することが示されています。しかし、NT1受容体とは異なり、この遺伝子は、脳内の低親和性結合部位においてニューロテンシンと競合することが以前に示されたヒスタミンH1受容体拮抗薬であるレボカバスチンを高親和性で認識します。これらの活性は、この受容体が生理学的に重要である可能性があり、この受容体に対する天然のアゴニストが存在する可能性を示唆しています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：トリデカペプチドニューロテンシンの受容体。これは、ホスファチジルイノシトールカルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化する G タンパク質と関連しています。,オンライン情報:ニューロテンシン受容体エントリ,類似性:G タンパク質共役受容体 1 ファミリーに属します。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	NTR2抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	NTR2抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NTR2 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

